
Ⅱ 令和７年度鹿児島県総合体育センター事業等 

 １ スポーツ・レクリエーション活動の充実 
  (1) 普及・奨励 
   ア 普及・奨励事業の充実及びモデル事業の実施 
    (ｱ) スポーツ・レクリエーション「フェスティバル」 
      ａ 春「ふれあいプラザ」 

目   的 

⑴ 「こどもの日」にちなみ，幼児，児童生徒やその家族などにスポーツ活

動の場として県総合体育センターの各運動施設を開放し，スポーツ・レク

リエーション活動，ニュースポーツ等が体験できる場や交流を行える場を

提供することにより，県民のスポーツ活動及び健康づくりへの参加促進に

努めるとともに「第２期マイライフ・マイスポーツ運動」の推進に役立て

る。 

⑵ スポーツ・レクリエーション活動の充実を図るとともに，市町村等で開

催されるイベント等のモデル事業として実施する。 

期日・会場 令和７年４月26日（土） 

県総合体育センター各運動施設 
参加者数 3,838人 

対   象  幼児，児童生徒とその家族など 

成   果 
鴨池運動公園園路をメイン会場としてニュースポーツ種目をはじめ，各

種交歓大会を実施することができた。県民へのスポーツ・レクリエーショ

ン活動の普及・振興につなげることができた。 

令和８年度 
の 予 定 

 令和８年５月２日（土） 

 県総合体育センター各運動施設 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

  

１ プレイベント 

 

 

 

 

 

 
                【園児からのこいのぼり贈呈】  【ＮＰＯ法人ＳＣＣによるかけっこ教室】 

２ 当日の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
         【アーチェリー教室】                【カヌー教室】               【フェンシング教室】 
 

 
  
 
 
 
 
 

  【おおすみくん家スポレク体験】       【南九州スポーツクラブによるなぎなた教室】       【３Ｂ体操教室】 

 

 ４月18日（金）白波スタジアム
にて，手作りこいのぼりの掲揚や
ＮＰＯ法人ＳＣＣによるかけっこ
教室を実施した。学校法人丸岡学
園やはた幼稚園年長組に参加して
いただき，充実したプレイベント
となった。 
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ｂ 秋「スポーツプラザ」 

目   的 

⑴ 「スポーツの日」にちなみ，スポーツ活動の場として県総合体育センター

各運動施設を開放し，スポーツ・レクリエーション活動，ニュースポーツ等

が体験できる場や交流を行える場を提供することにより，県民のスポーツ活

動及び健康づくりへの参加促進に努めるとともに，「第２期マイライフ・マ

イスポーツ運動」の推進に役立てる。 

⑵ スポーツ・レクリエーション活動の充実を図るとともに，市町村等で開催

されるイベント等のモデル事業として実施する。 

期日・会場  令和７年10月12日（土） 

県総合体育センター各運動施設 
参加者数 2,406人 

対   象  幼児から高齢者までどなたでも 

成   果 
県総合体育センターの施設を開放し，多くの県民が来場した。各会場では，

家族や友達とスポーツやレクリエーション活動を楽しむ参加者の姿が見られ，

充実したイベントになった。 

令和８年度
の 予 定 

 令和８年９月26日（土） 

 県総合体育センター各運動施設 

 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【体力測定】     【チャレンジかごしま】     【フェンシング体験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【モルック体験】      【キャンプ体験】    【ニュースポーツ体験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ミニバスケットボール交歓大会】  【高校生テニス交歓大会】      【タグラグビー】 
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ｃ 元旦「太陽とともに走ろう」 

目   的 
初日のもと，走り初めの機会を提供することで，新年における健康づくりや

運動実践への意欲を喚起し，県民がスポーツ・レクリエーション活動に親しむ

ことを目指した「第２期マイライフ・マイスポーツ運動」の推進を図る。 

期日・会場  令和８年１月１日（木） 

 白波スタジアム（県立鴨池陸上競技場） 
参加者数 2,864人 

対   象  幼児から高齢者まで 

成   果 
 多数の県民の皆様に参加していただき，新年における健康づくりや運動実践

への意欲を喚起することができた。 

令和８年度 
の 予 定 

 令和９年１月１日（金） 

 白波スタジアム（県立鴨池陸上競技場） 

 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

  

１ 開会行事 

  地頭所教育長の号砲により参加者は一斉にスタートしました。 

 

 

 

 

 

 

  

【開会行事の様子】       【開会のあいさつ】       【スタートの合図】    

２ 会場の様子 

  和太鼓の演奏や凧揚げ，自顕流の実演を行っていただいたり，鹿児島のプロスポーツチ

ームからのメッセージ動画を大型ビジョンで放映したりしました。晴天の中，初日を見る

ことができ，よい１年のスタートがきれました。 

 

 

 

 

 

 

 

  【ジョギング・ウーキング】    【ビデオメッセージ放映】       【会場から見えた初日】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【薬丸野太刀自顕流保存会】      【鹿児島凧の会】       【薩摩チェスト太鼓保存会】 

 

【ビデオメッセージ出演チーム】 ・ブルーサクヤ鹿児島 ・ミゴカリッサ鹿児島 ・レイナ川内  

・エクスプローラーズ鹿児島 ・鹿児島ドリームウェーブ 
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(ｲ)  暑中げいこ・寒げいこ 

目   的 
柔道，剣道及び弓道における礼法，基本動作及び練習法等を身に付けさせると

ともに，暑さ・寒さに負けない強い意志と身体の育成を図る。あわせて，競技力

の向上と生涯スポーツの推進に役立てる。 

期日・会場 

〇 暑中げいこ 

（弓道）令和７年８月４日(月)・５日(火) 

県総合体育センター武道館 

（剣道･柔道）令和７年８月18日(月)・ 

19日(火) 

県総合体育センター体育館 

県総合体育センター武道館 

参加人数 

(延べ人数) 

 人数 参加校 

剣道 226人 34校 

弓道 135人 33校 

柔道 67 12校 

合計 428人 － 
 

〇 寒げいこ 

  令和７年12月25日(木)・26日(金) 

（柔道・弓道）県総合体育センター武道館 

（剣道）県総合体育センター体育館 

参加人数 

(延べ人数) 

 人数 参加校 

剣道 152 人 17 校 

弓道 150 人 17 校 

柔道 70 人 ６校 

合計 372 人 － 
 

対   象 ○  暑中げいこ  弓道：中学２年生，剣道：中学１・２年生 

○  寒げいこ   弓道：中学１年生，柔道・剣道：中学１・２年生 

成   果 
参加者の安全を第一に考え，一人当たりの練習時間が確保できるように各

競技連盟と連携しながら計画から運営まで実施することができた。また，各

競技団体から推薦された指導者による専門的な指導により，武道における礼

法，基本動作及び練習法等を身に付けるなど充実した稽古ができた。 

令和８年度   
の 予 定 

○ 暑中げいこ 

(弓道・柔道・剣道)  

令和８年８月３日(月)・４日(火) 県合体育センター武道館・体育館 

○ 寒げいこ 

(柔道・剣道・弓道) 

 令和８年12月25日(金) ※ 1日開催 県総合体育センター武道館・体育館 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

 ※ 吹き出しは，参加者の感想 

暑中げいこ 

   

 

 

 

 

 

【弓道：実技指導】 【柔道：実技指導】 

  

 

 

 

 

 

 

【剣道：基本実技】 

寒げいこ 

  

 

 

 

 

 

【柔道：実技指導】  【剣道：実技練習】 

 

 

 

 

 

 

 

【弓道：実技指導】 

 

平常心の大切

さ を 学 び ま し

た。技術的な面

だけでなく，精

神的な強さも大

切だと思いまし 

た。 

今回教えてい

ただいたことを

実践して，基礎

を 1 年生のうち

にしっかりと身

につけようと思

います。 

5



(ｳ) 地方青少年錬成大会 

目   的 
武道に対する正しい理解を深めさせるとともに，実技を通して心身の練磨，

技能の向上及び相互の親睦を図り，心身ともに活力に満ちた健全な青少年の育

成に役立てる。 

期日・会場 

〇 少林寺拳法 令和７年９月27日(土)・28日(日) 
県総合体育センター武道館柔道場（鹿児島市） 

参加人数 

19人 

〇 弓  道  令和７年11月１日(土)・２日(日) 
県総合体育センター武道館弓道場（鹿児島市） 

51人 

〇 なぎなた  令和７年11月29日(土)・30日(日) 
        桷志田体育館（霧島市） 

28人 

対   象 武道を志す小学生・中学生・高校生 

成   果 関係武道競技団体及び関係市町との連携を密に図り，中央講師，地元講師

の指導のもと，充実した錬成大会を開催することができた。 

令和８年度   
の 予 定 

○ 空 手 道 令和８年８月１日(土)・２日(日) 
桷志田体育館（霧島市） 

○ 弓   道 令和８年11月７日(土)・８日(日) 
西原商会アリーナ弓道場(鹿児島市) 

○ なぎなた 令和８年11月28日(土)・29日(日) 
       南九州市知覧体育館又は南九州市立川辺小学校体育館（南九州市） 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

 ※ 吹き出しは，参加者の感想 
 武道中央連盟から派遣された中央講師２人と本県武道競技団体から派遣された地元講師２
人が，２日間の錬成大会の指導を行いました。 
１ 少林寺拳法錬成大会 

中央講師：本間 慎太郎 正拳士五段，川島 佑斗 大拳士五段 
地元講師：鮎川 敏彦  正範士八段，柿元 将  准範士六段 

 
 
 
 
 
 
 

【本間先生の講話】  【川島先生実技指導】    【基本技能】 
２ 弓道錬成大会 
  中央講師：安倍  智 教士八段，岩切 久実 教士八段 
  地元講師：木原 律子 教士七段，野﨑  修 教士六段 
 
 
 
 
 
 
 
【安倍先生実技指導】   【岩切先生の実演】    【基本技能】 
３ なぎなた錬成大会 
  中央講師：前畠 ひろみ 教士，葉山 奈緒美 教士 
  地元講師：村松 陽 子 錬士，新坂 知可子 五段 
 
 
                
 
 
 
 
【前畠先生の実演】   【葉山先生実技指導】   【基本技能】  

なぎなたの

歴史を知り，

基本動作や応

用を再度学び

直すことがで 

きました。 

多くの先生方

から教えていた

だき，自分の技

術も上達できた

ような気がしま

す。 

基本の大切

さや今まで疑

問に思ってい

てことを学ぶ

ことができ，

とても勉強に

なりました。 
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イ 女性のためのスポーツ・レクリエーション教室 

目   的 
運動をする機会が少ない女性を対象にしたスポーツ・レクリエーション教

室を総合型地域スポーツクラブを核として実施し，健康づくりや仲間づくり

を通して運動に親しむ機会を充実させ，継続したスポーツ活動を推進する。 

期日・会場 

期日：令和７年10月11日(土)・18日(土) 
11月８日(土)・29日(土) 

       12月６日(土)・13日(土) 全６回 
会場：伊集院武道館 

参加人数 

（延べ人数)  234 人 

対   象 女性 

成   果 

子育て中の女性も参加しやすい土曜日に開催し，フラフープやリズムダン

ス，筋力アップの種目でプログラムを構成したことで，参加者から好評をえ

ることができた。主管クラブも自クラブの充実，発展のために口コミや行政

の回覧等を活用して広報するなど，意欲的に取り組み，運動に親しむ機会を

多くの方に提供できた。 

令和８年度   
の 予 定 実施予定（詳細は後日決定） 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

  

１ 主管・実施クラブ 

  コミュニティスポーツクラブチェスト伊集院 

２ 指導者 

  船倉 祥子 

３ 内容 

  簡単なリズム体操・トレーニング，全身ストレッチ 

４ 運営者の感想 

参加してくださった方々は，運動の必要性や良い姿勢 
であることの大切さを感じていただけたと思います。子 
育て中の女性を始めとした多くの女性が，なかなか運動    【ストレッチ体操】 
をする時間も無く，自分のための時間が作れない状況で     
あり，このような教室に参加することで，それらを少し   
でも克服することができたのではないかと思います。 

今回は６回の開催でしたが，確実に変わっていく自分 
 に気づく喜びや運動することの大切さを周囲の人にも伝 
 えていただき，今後も継続して運動を行っていただけた 
 ら幸いです。 
５ 参加者の感想 

 ・ 素晴らしい構成力のもと，心・技・体一体となった     【フラフープ】 

内容で，参加して本当によかったです。更に，運動へ 

の意欲が高まりました。 

 ・ 家の中での体の動かし方が今までと違ってきた。楽 

  しく体を動かし，ホッとする時間も作ることができた。 

 ・ 参加できて大変良かったです。運動することの素晴ら 

しさ，できる自分の体の有難さを感じました。また，開 

催されれば参加したいです。 

  

【リズムダンス】 
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ウ わくわくスポーツ・レクリエーション教室 

目   的 
 障害のある・なしに関わらず，誰もが楽しく活動できるスポーツ・レクリ

エーション教室を，総合型地域スポーツクラブを核として実施し，健康づく

りや仲間づくりを図ることで，運動を親しむ機会を充実させ，継続したスポ

ーツ活動を推進する。 

期日・会場 

令和７年11月下旬 

～12月      

阿久根市総合運動公園（フッ

トソフトボール教室） 参加者数 

(延べ人数) 
‐人 

令和７年10月～12

月       

阿久根市内の障害者福祉施設 

（運動教室） 

対   象 
 特別支援学級・特別支援学校に通う児童生徒，障害者福祉施設の利用者や

その家族等 

成   果 
 主管クラブへの応募があり，総合型地域スポーツクラブの障害者の運動の

取組への意識の啓発を行うことができたが，実施するまでには至らなかっ

た。 

令和８年度 

の 予 定 
 実施予定（詳細は後日決定） 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

 

１ 主管クラブ 

 

  一般社団法人あくねスポーツプラス 

               

２ 指導者 

  一般社団法人あくねスポーツプラスのスタッフ等 

 

３ 内容   

実 施 内 容 対 象 者 実 施 形 態 場 所 

フットソフト

ボール教室 

 

阿久根市内及び近隣市町

の特別支援学級及び特別

支援学校の児童・生徒 

参加者を募集し，実施。

 

 

阿久根市総合運

動公園多目的運

動広場 

運動教室 

 

 

阿久根市内の障害者福祉

施設の利用者及び職員 

 

障害者福祉施設へスタ

ッフを派遣し，実施。 

 

阿久根市内の障

害者福祉施設運

動場等 

※ 令和７年度は，主管クラブや障害者福祉施設との調整を行ったが，実施条件が整わ

ず未実施となった。 
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エ スポーツ・レクリエーション活動への支援 

  (ｱ) スポーツ・レクリエーション体験教室「体育センターがやってきた！」 

目 的 
総合体育センター職員が直接県内の小学校及び義務教育学校（前期課程），特別

支援学校を訪問し，スポーツ・レクリエーション活動を通して，学校に「スポーツ

に親しむことの楽しさ」を提供するとともに，スポーツ・レクリエーション活動の

振興を図る。 

期 日 

会 場 

①令和７年９月10日(水) 南九州市立九玉小 学校 １～４年 
②  〃   ９月10日(水) 南九州市立霜出小 学校 ５・６年 
③  〃  ９月16日(火) 鹿児島市立城南小 学校 ５年 
④  〃  ９月25・26日(木・金) 鹿児島市立吉野小 学校 ５年 
⑤  〃  ９月26日(金) 鹿児島市立本城小 学校 ３～６年 
⑥  〃  10月９日(木) 日 置 市 立 日 吉 学 園 １・３年 
⑦  〃  10月15日(水) 霧島市立国分西小 学校 特別支援学級１～６年 
⑧  〃  10月21日(火) 鹿児島県立出水特別支援学校 小学部５年 
⑨  〃  11月７日(金) 枕 崎 市 立 桜 山 小 学 校 ５・６年 
⑩  〃  11月７日(金) 南さつま市立坊津 学園 全学年 
⑪  〃  11月12日(水) 鹿児島市立一倉小 学校 ２・５・６年 
⑫  〃  11月12日(水) 鹿児島市立鈴山小・中学校 全学年（小・中） 
⑬  〃  11月18日(火) 出 水 市 立 鶴 荘 学 園 全学年 
⑭  〃  11月18日(火) 阿久根市立折多小 学校 ３・４年 
⑮  〃  11月20日(金) 姶 良 市 立 三 船 小 学 校 ５・６年 
⑯  〃   11月26日(水) 肝 付 町 立 宮 當 小 学 校 全学年 
⑰  〃  11月26日(水)  肝 付 町 立 高 山 小 学 校 特別支援学級１～６年 
⑱  〃  12月９日(火) 鹿 屋 市 立 東 原 小 学 校 ５・６年 
⑲  〃  12月９日(火) 垂水市立松ヶ崎小 学校 １～４・６年 
⑳  〃  12月12日(金) 曽 於 市 立 深 川 小 学 校 全学年 
㉑  〃  12月12日(金) 曽 於 市 立 諏 訪 小 学 校 ５・６年 
㉒  〃  12月17日(水) 伊 佐 市 立 山 野 小 学 校 全学年 
㉓  〃  12月17日(水) 伊 佐 市 立 田 中 小 学 校  １・３年  
㉔令和８年１月21日(水) 姶 良 市 立 柁 城 小 学 校 ５年 
㉕  〃  １月21日(水) 姶良市立松原なぎさ小学校 ５年 
㉖  〃  １月28日(水) 姶 良 市 立 帖 佐 小 学 校 ４年 
㉗  〃  ２月６日(金) 曽 於 市 立 月 野 小 学 校 全学年 
㉘  〃  ２月６日(金) 志布志市立田之浦小学校 全学年 
㉙  〃   ２月10日(火) 曽 於 市 立 岩 川 小 学 校 ５年 
㉚  〃   ２月10日(火) 曽於市立菅牟田小 学校 ２・４・５・６年 

参加 

人数 

1,287 

人 

成 果 
ニュースポーツ等を中心とした活動を実施したことで，どの学校においても多く

の児童が意欲的に参加し，スポーツ・レクリエーション活動の振興を図ることにつ
ながった。加えて，学校職員が主体的に運営に関わることで，ニュースポーツに関
する実技研修の機会ともなった。 

令 和 ８ 年 度   
の予定 実施校は，事前申込みにより本センターが選定する。(７～２月実施予定) 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

活動内容 ※ 吹き出しは参加者の感想 
１ 開会行事 
 （職員紹介・ルール説明等） 
２ 準備運動 
３ ニュースポーツや 
 障害者スポーツの体験        
４ 閉会行事 
 （整理運動・児童の感想等）  【ディスゲッター】【ｷｬｯﾁﾝｸﾞ･ｻﾞ･ｽﾃｨｯｸ】   【バッゴー】 
 
 
  
 
 
 
                   【ボッチャ】  【ラダーゲッター】  【振り返り】 

   

・ ニュースポーツを初めてしま

した。とても楽しかったです。 

・ いろいろなニュースポーツが

あって楽しかったです。 
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(ｲ)  スポーツ・レクリエーション用具の貸出し 

目   的 
生涯スポーツの推進のため，県民が気軽にスポーツ・レクリエーション活

動を楽しめるように，各種団体等にスポーツ・レクリエーション用具の貸出

しを行う。 

対   象  公益性のある団体・事業 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

  
１ 貸出・返却の流れ 
 
 ⑴ 貸出用具については，県総合体育センターのホームページに掲載されている「スポ

ーツ・レクリエーション貸出用具一覧表」を参照する。 
※ 事前に県総合体育センター指導課振興係に電話(099-255-0146)で問い合わせる。 

 ⑵ 県総合体育センター（県武道館２階事務所）で所定の手続きを行う。※印鑑が必要 
 ⑶ 借用期間は，原則２週間以内。 
 ⑷ 期限までに，借用物品の形状及び数量を確認して返却する。 

ＵＲＬhttp://www.pref.kagoshima.jp/bc10/kikan/taiku/kashidashi/r4supo-turekurie-syon.html 
 
２ 貸出用具とゲームの行い方（貸出件数の多い順） 
 第１位【ボッチャ】 
  ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールに，赤・青それぞ 
 れ６球ずつボールを投げたり，転がしたり，他のボールに当てたりし 

て，いかに近づけるかを競います。 
 
 第２位【スカットボール】 
  ゲートボールと同様のスティックを使って，的となる台の穴にボー 

ルを入れるスポーツです。ボールをスタートラインからスティックで 
打って，高得点を狙いますが，穴の特殊なカーブがハラハラドキドキ 
のゲームを演出します。 
 

 第３位【わなげ９＆Q】 
輪は片手であればどんな持ち方をしてもかまいません。シングルス 

は連続して９本を投輪します。ダブルスの場合，同じチームの２人が 
交互に投げるルールです。的棒に記入してある数字が得点になり，投 
げ輪を９個全部投げ終わったときに，棒に入っている輪の点数の合計 
が得点になります。広い場所を必要とせずどこでも楽しめる上，ルー 
ルも簡単です。作戦を立てながら行えば，奥深い楽しみがあり，子供 
から高齢者まで，気軽に楽しむことができます。 

 
第４位【バッゴー】 

  ２つのボードを向かい合わせに置き，２チームに分かれてビーンバ 
ッグを投げて得点を競います。ボードに乗ると１点，穴に入ると３点， 
ボードに乗ったバッグに当てて両方穴に入ると６点。激しい動きがな 
くルールも簡単な上，アウトドア，インドアどちらでも楽しめます。 

 
第５位【ドッジビー】 
 ウレタン素材の布でカバーしたフライングディスクです。当たって 
も痛くなく，ゆっくり空中を飛ぶので，誰もが扱いやすい用具です。 
ディスゲッターやフープディスゲッターを併せて借りることで，簡単 
な的当てゲームを楽しむこともできます。 

 
３ おすすめのニュースポーツ 
 【ラダーゲッター】 
 ヒモでつながっている２個のボールをラダー（ハシゴ）に向かって 
投げ，ラダーに引っ掛かったボールの得点を競います。３本あるラダ 
ーの得点は，下から１，２，３ポイントとなり，床にバウンドして引 
っ掛かった場合は５ポイントとなります。 
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⑵ 指導者の養成と資質向上 

ア （公財）日本スポーツ協会公認スポーツコーチングリーダー養成講習会 

目   的 （公財）日本スポーツ協会公認スポーツコーチングリーダーの資格取得を

目指す人材を養成する。 

期日・会場  令和７年８月２日（土） （集合講習） 

 県体協会館会議室 
参加者数 10人 

対   象 
 各市町村及び各市町村教育委員会社会体育担当者，スポーツ推進委員， 

 教職員，総合型地域スポーツクラブ関係者又は活動を希望する者等， 

令和７年４月１日現在18歳以上の者 

成   果 
 講習会を通して，参加者が安全・安心で基礎的なスポーツ指導や運営に関

する知識を身に付けることができた。 

令和８年度 
の 予 定 

 令和８年８月１日（土） （集合講習） 

 県体協会館会議室 

 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

１ 講 義 ※ 吹き出しは，参加者の感想 

 指導者 JSPO 公認コーチデベロッパー 田中 守 先生（清水隆一コーチングオフィス） 

 

○コーチングを理解しよう① 

「プレイヤーズセンタードなコーチングを理解しよう」 

 

○グッドコーチに求められる医・科学的知識① 

 「安全・安心な環境づくりをしよう」           

  

○グッドコーチに求められる医・科学的知識② 

 「効果的なトレーニングを実践しよう」 

 

○コーチングを理解しよう② 

「理想のコーチ像を明確にしよう」               

 

○コーチングを理解しよう③                                                                 

 「コーチとしての成長」 

 

 

 

 

２ 受講者の感想                         

・ 新しい気付きもあり，これからの指導にも活かせる部分がたくさんありました。これ

からも，現在の指導方法に満足せず，向上心をもって取り組みたいと思います。 

・ 講師の先生は全てにおいてプロフェッショナルで，話の入り方，トーン，分かりやす

い説明が非常に印象的でした。長時間の講習にも関わらず一瞬も退屈さを感じることは

無く，終始興味深いお話をしていただいて大変感謝しています。また，他の参加者の皆

さんはどなたも熱量が高く，様々なスポーツに携わっている方々といろいろな話ができ

て非常に有意義な時間を過ごすことができました。 

・ コーチングをするにあたって必要な要素や，アウトカムな指導など専門的な言葉を知

ることができました。また，グッドコーチになるためには何が必要か，バッドコーチの

要素など，グループワークを通していろんな意見を聞いたり，自分の経験と比べたりし

ながら考えを深めることができました。 

 

【コーチングを理解しよう②】 

【グッドコーチに求められる医・科学的知識①】 

 【コーチングを理解しよう①】 
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イ （公財）日本スポーツ協会公認アシスタントマネジャー養成講習会 

目   的 
総合型地域スポーツクラブなどにおいて，クラブ会員や県民が充実した健

康・体力つくりや地域づくりができるようにクラブマネジャーを補佐すると

ともに，クラブマネジメントの諸活動をサポートすることができるアシスタ

ントマネジャーの資格取得を目指す人材を養成する。 

期日・会場  令和７年８月23日（土）・24日（日） 

 県体協会館会議室 
参加者数 ５人 

対   象 
〇 18歳以上（令和７年４月１日現在）の次に該当する者 

〇 市町村の社会体育（生涯スポーツ）担当者，スポーツ推進委員，社会

体育有志指導者，教職員，総合型地域スポーツクラブで活動している者

又は活動を希望する者  

成   果 
 講習会を通して，参加者がクラブマネジメントの諸活動をサポートするこ

とができる知識を身に付けることができた。 
令和８年度 
の 予 定 【隔年開催のため次回の実施は令和９年度（期日等は未定）】 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

 ※ 吹き出しは，参加者の感想 

研修会の様子           

１ 講義  

  講義１ 「地域スポーツクラブを取り巻く環境と地域 

スポーツクラブの必要性」 

       鹿屋体育大学 教授 中垣内 真樹 

   講義２ 「クラブマネジャーの果たすべき仕事と役割」 

       ＮＰＯ法人ＳＣＣ ゼネラルマネジャー 竹内 良人 

 

  講義３ 「地域クラブの設立と運営の概要」 

       一般社団法人ＬＯＣＯ．ＮＥＴ－Ｓ＆Ｃ 代表理事  日髙 紀孝 

 

  講義４ 「ケーススタディ」 

       設立準備から自主運営までの実際 

       

  講義５  「グループワーク」 

       クラブ設立，運営のための事業計画書作成 

（公財）鹿児島県スポーツ協会  

クラブアドバイザー  永田 智和 

２ 参加者の感想 
 

 

 
 
       

 

・ とても勉強になりました。テキストを改めて熟読してレ

ベルをあげたいです。 

・ 実際にクラブ経営に携わっている方からもいろいろな意 

見や問題点，解決策などが聞けて良かった。 

・ 経営をしていく上で必要な知識ばかりでした。今後のク

ラブ経営に活かしていきます。 

・ グループワークも含まれており，参加団体と意見を交わ

しながら行うことができ有意義な講習会でした。 

【講義１の様子】 

【講義２の様子】 

【講義３の様子】 

【講義４の様子】 

【グループワークの様子】 

12



ウ 柔道指導者講習会 

目   的 
県内の中学校・高等学校における教科体育の充実に向けた教員の資質向上を

図るとともに，部活動及びスポーツ少年団等の柔道指導者の指導力を高め，本

県柔道競技の競技力向上を図る。 

期日・会場 
 令和７年５月15日(木)・16日(金)  

県総合体育センター武道館 

参加人数 

（延べ人数） 
164 人 

対   象 県内の中学校・高等学校及び特別支援学校保健体育担当教員，柔道部活
動指導者及びスポーツ少年団等の柔道指導者 

成   果 大学教授をはじめ様々な講師による講義や実技を通して，参加者に柔道指

導者として必要な知識や技能を身に付け，指導力を高めることができた。 

令和８年度   
の 予 定 

令和８年５月14日(木)・15日(金) 

県総合体育センター武道館 

   

講習会の様子                     ※ 吹き出しは，参加者の感想 

       

 

 

 

 

 

【開会のあいさつ】 【講議Ⅰ「柔道理論」】 【実技Ⅰ「投の形」】 【講義Ⅱ 登録・ 

鹿倉 貢 会長     鮫島 元成 八段     鮫島 元成 八段      公認指導者資格」】 

(公益財団法人鹿児島県柔道会) (公益財団法人講道館参与)    西 有生央 六段       熊井 康浩 六段 

                       山野 修  五段       中村 勇   六段 

 

 

 

 

 

 

【講義Ⅲ            【講義Ⅳ              【講義Ⅴ           【講義Ⅵ   

    「審判員規定」】 「コンプライアンス」】     「JSPO-ACP」】     「安全指導」】 

 中薗 雅博 七段    熊井 康浩 六段      田原 幸一 六段   中尾 小都枝 

女子五段 

 

 

 

 

 

 

【講義Ⅶ       【実技Ⅱ「固の形」】 

「トピックス」】 梶原 義彦   六段 

梶原 義彦 六段      屋慶名 健  四段 

      松山 宏樹  四段 

 

現代柔道についてや新ルールの改正，

投の形，固の形など様々なことを学び，

充実した２日間になりました。 

≪ 内 容 ≫ 

鮫島先生の講義では，柔道の歴史的

背景に触れられて興味深く聞くことが

できました。 

初心に戻ることができ，再確認ので

き，有意義な講習会になりました。 
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エ 地域社会武道指導者研修会 

目   的 小・中・高等学校及び地域における武道指導者の技能の向上を図るととも

に，指導力を高め，本県の武道競技の普及振興と競技力の向上に役立てる。 

期日・会場 〇 なぎなた 令和７年12月20日(土)・21日(日) 

                  南九州市立川辺小学校体育館 
参加者数  17 人 

対   象 小・中・高等学校及び地域の指導者等 

成   果 
 県なぎなた連盟，開催市（南九州市）と連携を図り，中央講師，地元講師

の指導により，指導者の指導力向上を図ることができた。 

令和８年度 
の 予 定 

○ 弓   道 令和８年10月３日(土)・４日(日) 

        （調整中） 

○ 少林寺拳法 令和８年11月28日(土)・29日(日) 

        西原商会アリーナ武道館 

 

 

 

≪ 内 容 ≫ 

 

 ※ 吹き出しは，参加者の感想 

 公益財団法人日本武道館から派遣された中央講師２人と本県なぎなた連盟から派遣された

地元講師２人が，２日間の指導者研修会の指導を行いました。 

 中央講師：笠原 松 美 教士  德地 昌代 教士 

地元講師：上野 千代子 錬士  上牧 真美 五段 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実技（基本動作）】   【笠原先生の実技指導】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【德地先生の形指導】   【実技（応用技能）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全日本なぎなた形の練習】 【グループで課題練習】 

 

 

日頃から疑問に感じている

点を詳しくかみ砕いてご指導

していただき，大変勉強にな

りました。今後，指導者にな

っていく上で，正しいなぎな

たの基本動作，理念などを自

分自身が習得していかなけれ

ばいけないと改めて感じまし

た。 

今回の指導者研修会では，

指導者としての基本姿勢や初

心者指導の在り方について，

多くの学びを得ました。特に

印象に残ったのは，「初心者

にいかに分かりやすく，簡潔

に伝えるか」という点です。

相手の理解度に合わせた言葉

選びや伝え方が，技術習得の

早さや意欲に大きく影響する

ことを改めて実感しました。 
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オ アウトドア活動指導者育成講習会 

目   的 
アウトドア活動に対する総合的な知識をもった地域指導者の養成を図ると

ともに，県民の生涯スポーツ推進の一環として，アウトドア活動の普及・振

興を図り，「第２期マイライフ・マイスポーツ運動」の推進を図る。 

期日・会場 
 令和７年５月24日（土） 

 令和７年５月31日（土）・６月１日（日） 

 鹿児島県立南薩少年自然の家 

参加者数 27人 

対   象 
 教職員，公認スポーツ指導者，社会体育有志指導者，市町村教育委員会職

員，青少年教育施設等職員，青少年団体等指導者，スポーツクラブ指導者及

び関係者，アウトドア活動に興味のある満18歳以上の者，キャンプインスト

ラクター資格を希望する満18歳以上の者等 

成   果 

 アウトドア活動に必要な知識や技術を講義や実技を通して，身に付けるこ

とができた。また，受講者のうち16人がキャンプインストラクターの資格を

取得した。 

令和８年度 
の 予 定 

① 令和８年５月23日（土）      会場 県立青少年研修センター 

② 令和８年５月30日（土）～31日（日） 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

 ※ 吹き出しは，参加者の感想 

１ 令和７年５月24日（土）【１日目】 

  講義や実技を通して，キャンプの特性を学んだり野外ゲームを体験したりしたことを

もとに，２日目に実施する野外ゲームのプランニングをグループごとに行いました。 

 

 

 

 

 
 
     【講義】    【アイスブレイク】  【野外ゲーム】   【プランニング】 
 

２ 令和７年５月31日（土）・６月１日（日）【２日目・３日目】 

  グループで屋台を制作したり,プランニングしたゲームで獲得した食材を使って野外炊

事（料理コンテスト）などの実技を行ったりしました。３日目は，講義を中心に学びを

深めました。 

 

 

 

 
 
 
 【食材獲得ゲーム】  【テント設営】    【野外炊事】  【屋台制作・料理コンテスト】 
 
 

 

 

 

 

    【講義】 

 

 

 

・ 様々な職業・年代の人と関わりとても貴重で有意義な時間

でした。キャンプでの子どもへの接し方についても新しい発

見があったので，これからに生かしていきたい。（学生） 

・ グループでゲームの企画をして，意見を出し合ったこと

で，遊びの幅が広がりアウトドア活動の楽しみ方が増えた。 

また,多方面の方と交流ができて，アウトドアだけでなく 

様々な意見交換ができた。（一般） 
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⑶ 総合型地域スポーツクラブの充実 

 ア 活動状況調査 

   (ｱ)  設立支援状況調査 

目   的 
総合型地域スポーツクラブの設立準備状況について確認し，今後の方向性

について意見交換を行う。また，各市町村における生涯スポーツの取組につ

いて，情報交換を行う。  

対   象  現在設立準備中となっている市町村の関係団体（教育委員会や設立母体等）

成   果 
 設立を希望している団体関係者と面談し，設立準備状況や設立に向けた具体

的な取組について確認し，今後の方向性について意見交換を行うことができた。 

令和８年度 
の 予 定 

 関係市町村の団体（教育委員会や設立母体等）と早めに日程調整を行い，

計画的に調査を実施する。 

   ※ 調査実績 

期  日 団  体 場 所 
令和７年11月19日(水) 宇検村教育委員会 宇検村 
令和７年11月25日(火) さつま町教育委員会社会教育課 さつま町 
令和７年12月３日(水) 東串良町教育委員会社会教育課 東串良町 

(ｲ)  運営状況調査     

目   的   総合型地域スポーツクラブの運営状況を把握し，地域における生涯スポー

ツの推進について，情報交換を行う。  

対   象  これまでの運営状況調査の実施状況や広域スポーツセンター研修会への出

席状況などを踏まえ，状況調査が必要と判断されるクラブ。 

成   果 
 状況調査が必要と判断した団体関係者と面談し，運営状況についての課題

等について確認し，今後の対策等について意見交換を行うことができた。 

令和８年度 
の 予 定 

  調査を実施するクラブについて，関係市町村及び総合型地域スポーツクラ

ブと日程調整を行い，実施する。 

※ 調査実績 

期  日 団  体 場 所 

令和７年11月19日(水) 
瀬戸内町教育委員会社会教育課 
瀬戸内町総合型地域ＳＣ準備員会 

瀬戸内町 

令和７年11月20日(木) 
大和村教育委員会 
大和体遊クラブ 

大和村 

令和７年11月20日(木) 
奄美市教育委員会学び・スポーツ推進課 
ＮＰＯ法人ＡＳＡ奄美スポーツアカデミー・ＮＰＯ法人健康ど宝 奄美市 

令和７年11月25日(火) 
長島町教育委員会社会教育課 
スポーツクラブひらお 長島町 

 
  イ 情報提供・相談 

情 報 提 供 

○ 国や県の総合型地域スポーツクラブに関する情報の提供を行った。  

○ 広域スポーツセンター研修会の内容について，県総合体育センターのホ 

ームページに掲載した。  

相 談 内 容 

総合型地域スポーツクラブの設立に関する相談や補助金の手続きに関す

る相談，県民からのスポーツ・レクリエーション活動に関する環境や指導者

等に関する問合せに対応した。 

  ※ 詳細は，県総合体育センターホームページを参照 

      目的別情報＞広域スポーツセンター 

 
    https://www.pref.kagoshima.jp/kikan/taiku/kouiki/index.html  
      
 
                                    

【ホームページ】 
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ウ 広域スポーツセンター研修会 

目   的 

１ 地域スポーツ振興のために，各市町村の生涯スポーツ担当者や総合型地域

スポーツクラブ関係者が一堂に会し，当面する課題や今後の取組などについ

て認識を深め，課題解決を図る。 

２ 総合型地域スポーツクラブの自立支援のために，スポーツクラブ運営に携

わる人材育成を図る。 

期日・会場 

令和８年１月30日(金)：カクイックス交流センター 

※ 令和７年度は，第85回全国スポーツ施設研究協議大会開

催のため1回の開催とした。 

参加

人数 
 51人 

成   果 

テーマを「持続可能な総合型スポーツクラブであるために」とし，講師を

招へいし，講話及びグループ協議・情報交換会を通して，今後の取組などに

ついて認識を深め，課題解決を図ることができた。また，事例発表や部活動

の地域展開に関する情報提供を行い，今後の取組に向け，検討を進める契機

とすることができた。 

令和８年度   
の 予 定 

第１回：令和８年６月５日（金）：カクイックス交流センター 

第２回：令和９年１月29日（金）：カクイックス交流センター（予定） 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

 ※ 吹き出しは，参加者の感想 

【広域スポーツセンター研修会】 

１ 情報提供 

 「部活動の地域展開の現状とこれから」  

  鹿児島県教育庁保健体育課スポーツ振興係   

隈元 武彦 指導主事 

 

                                 【情報提供】 

２ 事例発表 

 「女性のためのスポーツ・レクリエーション教室」 

～コミュニティスポーツクラブチェスト伊集院～ 

  コミュニティスポーツクラブチェスト伊集院 

               船倉 祥子 クラブマネジャー 

  

３ 講話                          【事例発表：船倉氏】 

 「持続可能な総合型地域スポーツクラブであるために」 

～リスクマネジメント・財政の視点から～     

  ＮＰＯ法人新町スポーツクラブ理事長 

スポーツ庁地域スポーツクラブ活動クラブアドバイザー 

群馬県教育委員会総括コーディネーター 

ＳＣ全国ネット副幹事長・男女共同参画部会長 

日本スポーツ少年団常任委員                 

小出 利一 氏         【講話：小出氏】 

 

４ 課題別グループ協議・情報交換 

 「危機管理」，「財政」，「活動」，「生涯スポーツへの取組・総合型地域スポーツクラブとの

連携」の４つのテーマでグループごとに協議を行った。各総合型地域スポーツクラブや市

町村が抱える課題等について共有し合い，実践事例や解決に向けた手立てについて意見交

換をすることができた。また，総合型地域スポーツクラブ同士の交流を図る機会にもなっ

た。 
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５ 参加者の感想 

・ 講話では，改めてリスクマネジメントの重要性を考える良い機会となりました。グル

ープ協議や情報交換の場では，普段なかなかお会いすることがない他クラブの方々と直

接話し，意見交換や情報共有を行うことができました。 

・ 部活動の地域展開について，たくさんの情報となるほどと思う講話をいただき感謝い

たします。引き続き地域で連携を図り，スポーツクラブとしての役割を模索していきた

いと思います。 

・ 今回の研修で様々な地域のスポーツクラブの活動を知ることができてよかったと思い

ます。地域のスポーツクラブと行政やスポーツ推進委員との連携を積極的に進めていき

たいです。 

 

エ  総合型地域スポーツクラブ育成のための事業 

    女性のためのスポーツ・レクリエーション教室 

  ※ 詳細については，Ｐ６「イ 女性のためのスポーツ・レクリエーション教室」参照 

   わくわくスポーツ・レクリエーション教室 

  ※ 詳細については，Ｐ７「ウ わくわくスポーツ・レクリエーション教室」参照  

 

オ 認知度向上推進事業 

    社会体育関係団体等への広報 

      広域スポーツセンター研修会等を通じて，総合型地域スポーツクラブの説明・広報を行い    

ました。 

    広報誌の発行 

      広域スポーツセンター事業をホームページに掲載したり，各総合型地域スポーツクラブの    

事業を広報誌で紹介したりしました。詳細については，Ｐ15「イ 情報提供・相談」参照 

    スポーツ・レクリエーションフェスティバルで総合型地域スポーツクラブと連携した取組 

協力していただいた総合型地域スポーツクラブ及び内容は次のとおりです。 

    ○ 春「ふれあいプラザ」 

     ・ ＮＰＯ法人ＳＣＣ〔かけっこ教室（プレイベント）〕 

     ・ 南九州スポーツクラブ〔なぎなた体験〕 

   ・ 鹿児島パラアスリートクラブ〔障害者スポーツ種目体験〕 

   ○ 秋「スポーツプラザ」 

・ 鹿児島パラアスリートクラブ〔障害者スポーツ種目体験〕 

・ ＮＰＯ法人ＳＣＣ〔かけっこ教室〕 

・ コミュニティスポーツクラブチェスト伊集院（サテライト会場） 

・ 南九州スポーツクラブ（サテライト会場） 

・ 枕崎きばらん海クラブ（サテライト会場） 

     ホームページでの周知 

     変更のあった総合型地域スポーツクラブの問合先や，クラブの設置状況について更新しま

した。 

 

カ 鹿児島県広域スポーツセンター認定クラブ制度 
    導入の目的 
    総合型地域スポーツクラブの運営方法や組織体制の改善，強化を図るとともに，県・市町

村行政・総合型地域スポーツクラブの三者相互の連携充実を図ることにより，県民の生涯ス
ポーツ振興への寄与を目的とします。 

     期待できること 
    市町村行政機関等に対し総合型地域スポーツクラブの意義・役割等の認識と信頼度を高め

ることにより，以下のようなことについても期待がもたれます。 
 ・ 市町村行政所有の運動施設使用の減免，優先予約 
 ・ 市町村行政所有の用具・備品の優先貸出し 
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 ・ 市町村行政主催イベントの運営委託又は指導者派遣  
 ・ 「地域部活動の運営団体」としての指導者派遣 
 ・ クラブ主催イベントに対する市町村行政の後援承認 

   ・  地域住民への認知度，信頼度の向上，会員及び指導者の増加                  など                                                                   
※ 令和７年度は，37クラブを認定しました。 

【令和７年度鹿児島県広域スポーツセンター認定クラブ一覧】 

 

 

 

19



（４）調査研究の充実及び情報提供 
ア スポーツ情報交換会の充実 

目   的 
  体育・スポーツ及びレクリエーションに携わる関係機関・団体と報道機関

の関係者が一堂に会し，体育・スポーツ及びレクリエーションに関する情報

交換を行い，相互の連携を深め，広く県民によりよい情報を提供すること

で，本県の体育・スポーツ及びレクリエーションの振興と充実を図る。 

期日・会場 〇 令和７年４月17日(木) 

  白波スタジアム第１会議室 
参加人数 27人 

対   象 

〇 報道機関(15 社) 

 ＭＢＣ南日本放送 ＫＴＳ鹿児島テレビ ＮＨＫ鹿児島放送局 ＫＫＢ

鹿児島放送 ＫＹＴ鹿児島読売テレビ エフエム鹿児島 南日本新聞社 

共同通信社鹿児島支局 毎日新聞社鹿児島支局 読売新聞社鹿児島支局 

朝日新聞社鹿児島総局 西日本新聞社鹿児島総局 時事通信社鹿児島支

局 南海日日新聞社鹿児島総局 日本経済新聞社鹿児島支局 

〇 関係機関(16 団体) 

  県観光･文化スポーツ部スポーツ振興課 県保健福祉部障害福祉課 県

教育庁保健体育課 公益財団法人県スポーツ協会 鹿児島市観光交流局

スポーツ課 公益財団法人鹿児島市スポーツ振興協会 県小学校体育連

盟 県中学校体育連盟 県高等学校体育連盟 県専門学校体育連盟 県

高等学校野球連盟 県レクリエーション協会 セイカ・ユナイテッドグ

ループ 社会福祉法人県身体障害者福祉協会 県総合型地域スポーツク

ラブ連絡協議会 県総合体育センター 

成   果 令和７年度に本県で開催される大きなスポーツイベントについての情報交

換をより充実させ，県全体の開催気運の醸成を図ることができた。 

令和８年度 
の 予 定 

〇 令和８年４月16日(木) 白波スタジアム第１会議室 

 
≪ 内 容 ≫ 

 

  

 〈事業説明・情報交換〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【情報交換の様子】 

 

 

 

上記の関係機関16団体が，報道機関の方々に対して，体育・スポーツ及びレクリエ
ーションに関する事業説明を行いました。それぞれの事業についての情報交換をより
多くの県民の皆様に知っていただくためにＰＲしました。 
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 イ 刊行物の作成・発行 

 

(ｱ) 総合体育センターだより 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的 

 令和８年度に開催予定の事業の内容や日程等の情報を提供するこ

とにより，総合体育センター事業に対する県民の関心を高め，生涯ス

ポーツの普及・促進の一助とする。 

送付先
等
 

○ 令和８年３月 

○ 発行部数：1,200部 

○ 関係機関，総合型地域スポーツクラブ，関係競技団体等 

内容 

○ 学校体育の充実 

○ スポーツ・レクリエーション活動の充実，ニュースポーツ等道具

の貸出し 

○  総合型地域スポーツクラブの充実 

○ 情報・指導資料等の提供  

(ｲ) 県民総スポーツすすむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的 

  総合体育センターが実施するスポーツ・レクリエーション活動の

支援や学校体育の充実に係る情報を提供することにより，県民の体

育・スポーツ及びレクリエーション活動の振興に寄与する。 

送付先
等
 

○ 令和８年３月 

○ 関係機関，総合型地域スポーツクラブ，関係競技団体等 

内容 
○ 本年度の事業の内容や成果，課題等

 

○ 次年度の事業計画等 
 

(ｳ) 県公立武道館協議会会報 

  

 

 

 

 

 

 

目的 

 （公財）日本武道館との共催事業等の情報提供をすることにより，

本県武道の普及振興を図るとともに各市町村教育委員会及び関係市

生涯スポーツ担当課と各武道団体との連携促進の一助とする。 

送付先
等
 

○ 令和８年３月 

○ 発行部数：約200部 

〇 県内各武道競技団体，関係市及び各市町村教育委員会， 

各スポーツ少年団(武道），公益財団法人県スポーツ協会，関係市 

町村武道競技団体，県教育庁各課等 

内容 

○ 会長あいさつ 

○ 令和７年度事業報告 

○  関連事業報告 

○  令和８年度事業計画 

(ｴ) 県広域スポーツセンター通信 

目的 

県広域スポーツセンターが実施している総合型地域スポーツクラ

ブ育成支援事業や広域スポーツセンター研修会，認定クラブ制度など

の情報を提供することにより，総合型地域スポーツクラブや各市町

村教育委員会との連携促進の一助とする。 

 送付先
等 

○ 令和８年３月 

○ 関係機関，総合型地域スポーツクラブ，関係競技団体等 

 

内容 

○ 令和７年度事業報告 

・ （公財）日本スポーツ協会公認スポーツコーチングリーダー養成講習会 

・ （公財）日本スポーツ協会公認アシスタントマネジャー養成講習会  

・ 女性のためのスポーツ・レクリエーション教室 

・ 広域スポーツセンター研修会 

・ 総合型地域スポーツクラブ活動状況調査 

・ 広域スポーツセンター認定クラブ制度 

○  令和８年度事業予定 
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ウ ホームページ・ＳＮＳによる情報提供                                   

内   容 

１ ホームページ 
⑴ お知らせ 

   年間事業計画等 
⑵ 事業紹介 

スポーツ・レクリエーション活動の振興を図る事業，研修講座及び学校
体育の充実を図る研修講座の紹介（事業の様子，参加者の感想等） 

⑶ 施設利用 
   県有体育施設の利用について 

⑷ 資料等（発行物・調査結果） 
   県民総スポーツすすむ，総合体育センターだより等 

⑸ 広域スポーツセンター 
   総合型地域スポーツクラブについて，広域スポーツセンター通信等 

⑹ スポーツ・レクリエーション用具の貸出し 
   スポーツ・レクリエーション用具の貸出しの案内，貸出用具一覧等 
２ ＳＮＳ（フェイスブック・インスタグラム） 
  ⑴ 事業紹介 

スポーツ・レクリエーション活動の振興を図る事業，研修講座及び学校
体育の充実を図る研修講座の紹介（事業の様子の写真や動画等） 

 ⑵ 体つくり運動や研修会等の動画（フェイスブックのみ） 
体育・保健体育の授業づくりやスポーツ・レクリエーションを通した仲

間づくり等に活用できる体つくり運動や研修会等の実技動画 

ホームページ www.pref.kagoshima.jp/kikan/taiku/index.html 

フ ェ イ ス ブ ッ ク  https://www.facebook.com/sotaise.kagoshima 

イ ン スタ グ ラ ム  https://www.instagram.com/kagosotaise/ 

エ 県民のニーズや相談に応じた情報の提供 

目   的 
 県民のスポーツ・レクリエーション活動等に関する幅広い分野からの質問・相談

に対して，専門的立場から回答することにより，県民の生涯スポーツ活動を支援す

る。 

期 日 等  通年随時 

対   象  県民 

成 果 
 スポーツ・レクリエーション活動に関する施設や競技団体，指導者，イベントな

どの情報を収集・整理することにより，随時県民の要望に応じた情報を提供するこ

とができた。 

令和８年度 
の 予 定 

  各市町村，（公財）県スポーツ協会，競技団体，総合型地域スポーツクラブなど

と連携を深め，更なる情報収集・提供に努める。 

 

 

〈電話等による相談，問合せの主な内容〉 

○ 県総合体育センター各種事業等に関すること 
○ 指導者の養成や派遣に関すること 
○ 各種指導者資格に関すること 
○ スポーツ・レクリエーション用具の貸出しに関すること 
○ 行事・催物・各種大会に関すること 
○ 記録や表彰に関すること 
○ スポーツの団体やグループに関すること 
○ その他 

 
 

《内  容》 
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